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に

　
従
来
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
研
究
で
採
ら
れ
た
方
法
の
一
つ
は
、
本
集
の
各

巻
に
お
け
る
用
語
の
分
布
の
仕
方
の
特
徴
を
見
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
般
に
は
、

巻
二
十
あ
た
り
を
境
に
漢
文
訓
読
文
体
か
ら
和
文
体
へ
と
い
う
流
れ
の
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
も
と
も
と
、
巻
二
十
を
境
目
と
す
る
と
い
う
現
象

は
、
大
ま
か
な
傾
向
で
あ
っ
て
、
巻
十
あ
た
り
に
お
い
て
も
、
表
記
上
の
大
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工

な
転
換
点
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
っ
っ
あ
る
。
作
者
の
表
現
は
創
作
途

上
で
も
出
典
の
表
現
か
ら
影
響
を
受
け
っ
っ
変
化
を
遂
げ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
ら
、
巻
毎
の
表
面
的
な
分
布
の
考
察
だ
け
で
は
、
悉
意
的
な
解
釈
に
終
わ
る

危
倶
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
今
一
っ
の
方
法
は
、
本
書
と
類
話
を
も
っ
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
な
ど
の
表
現

と
比
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
書
の
独
自
の
フ
ィ
ル
タ
ー
（
色
ガ
ラ
ス
）
を
明

　
　
　
　
　
今
昔
物
語
集
の
生
存
表
現

ら
か
に
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
出
典
・
類
話
の
用
語
が
何
を

踏
襲
し
て
い
る
か
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
者
の
好
ん
で
用
い
た
表
現
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
方
法
に
お
い
て

は
、
出
典
に
忠
実
な
用
語
と
し
て
多
く
用
い
ら
れ
る
も
の
や
、
出
典
に
な
い
用

語
で
あ
り
な
が
ら
編
者
の
用
語
と
し
て
広
く
付
加
さ
れ
る
も
の
な
ど
を
い
か
に

評
価
す
る
か
が
、
問
題
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
出
典
の
踏
襲
と
し
て
用
い
ら
れ

る
例
は
少
数
で
も
、
そ
れ
が
特
定
の
出
典
に
の
み
依
拠
す
る
も
の
で
あ
っ
た
り
、

『
今
昔
物
語
集
』
に
の
み
多
く
の
例
を
持
つ
も
の
で
あ
る
よ
う
な
語
で
あ
る
場

合
は
軽
視
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
キ
ー
ワ
ー
ド
の
語
句
が
、

出
典
と
ほ
ぼ
無
関
係
に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
程
度
の
使
用
語
彙
で

あ
る
か
、
出
典
に
触
発
さ
れ
て
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
使
用
語
彙
で
あ
る
か
と

い
っ
た
レ
ベ
ル
の
問
題
が
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
『
今
昔
物
語
集
』
の
文

章
の
創
造
面
を
考
え
る
場
合
、
で
き
る
か
ぎ
り
出
典
な
ど
の
表
現
の
影
響
の
可



　
　
　
　
　
今
昔
物
語
集
の
生
存
表
現

能
性
を
考
え
た
上
で
、
そ
れ
で
は
説
明
の
付
か
な
い
部
分
に
創
造
面
を
見
出
し

て
い
く
と
い
う
方
向
が
手
堅
い
方
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
右
の
よ
う
な
、
巻
毎
の
分
布
の
問
題
と
出
典
の
翻
案
の
問
題
と
を
、
有
機
的

な
関
連
で
説
明
す
る
道
筋
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
稿
者
は
、
出
典
の
翻
案
過
程

で
『
今
昔
物
語
集
』
の
表
現
に
ヒ
ン
ト
を
与
え
た
作
品
と
し
て
『
法
華
験
記
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
注
目
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
「
命
」
を
用
い
る
表
現
を
手
が

か
り
と
し
て
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
表
現
の
特
徴
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、
特
定

の
出
典
あ
る
い
は
出
典
群
と
結
び
っ
け
て
説
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
を
考
察
し
て
み
た
い
。

『
今
昔
物
語
集
』
の

「
命
」
に
結
び
つ
く
表
現

　
ま
ず
、
「
命
」
に
結
び
っ
く
用
言
を
取
り
上
げ
る
。
「
命
」
の
立
っ
文
法
的
な

位
置
は
「
主
格
」
］
一
格
」
「
ヲ
格
」
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
「
命
」
に
結
び
っ

く
一
つ
の
動
詞
で
も
、
「
命
」
が
「
主
格
」
や
「
ヲ
格
」
に
立
つ
例
が
あ
り
、

両
者
は
ト
ー
タ
ル
の
意
味
で
は
差
が
見
出
し
に
く
い
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、

「
命
終
ル
」
「
命
存
ス
」
の
よ
う
に
「
命
」
を
主
語
と
し
て
述
語
と
な
る
も
の
と
、

「
命
ヲ
終
ル
」
「
命
ヲ
存
ス
」
の
よ
う
に
「
命
」
を
目
的
語
と
し
て
述
語
と
な
る

も
の
と
が
あ
る
。
『
今
昔
物
語
集
』
で
は
、
ほ
と
ん
ど
「
命
終
ル
」
「
命
ヲ
存

ス
」
と
な
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
「
ヲ
」
を
目
的
格
と
と
る
か
問
投
助
詞
と
み

る
か
に
よ
っ
て
、
「
ヲ
」
を
取
る
も
の
と
取
ら
な
い
も
の
と
の
文
法
的
な
差
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

意
味
的
な
違
い
が
あ
る
の
か
ど
う
か
は
微
妙
に
な
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

「
ヲ
」
を
と
る
か
ど
う
か
と
い
う
文
法
的
な
類
別
に
こ
だ
わ
る
よ
り
は
動
詞
と

の
結
び
っ
き
の
面
を
主
と
し
て
と
考
え
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え
た
。
表
一
で
は
、
各
分
野
の
作
品
か
ら
、
用
言
に
結
び
つ
い
た
用
例
数
を
一

括
し
て
数
え
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
中
で
頻
度
の
高
い
順
に
挙
げ
て
お
い
た
。

　
ま
ず
意
味
的
な
面
か
ら
見
る
と
、
「
命
」
の
と
る
動
詞
は
そ
れ
と
合
わ
さ
っ

て
生
死
の
表
現
と
な
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
次
の
よ
う
な
も
の
は
生

死
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
生
死
に
つ
な
が
る
動
作
や
状
態
を
表
す
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
（
傍
点
の
語
は
、
「
命
」
が
主
格
、
他
は
ヲ
格
）

　
【
生
の
表
現
】

　
　
存
す
　
　
生
く
　
　
助
く
　
　
有
り
　
　
保
つ
　
　
継
ぐ
　
　
延
ぶ

　
　
助
か
る
　
救
ふ
　
　
逃
ぐ
　
　
止
ど
む
　
免
す

　
【
死
の
表
現
】

　
　
終
る
　
　
失
ふ
　
　
捨
っ
　
　
蓋
く
　
　
亡
ぼ
す
殺
す
　
　
断
っ

　
　
絶
ゆ
　
　
奪
ふ
　
　
失
す
　
　
死
ぬ

　
こ
れ
ら
に
結
び
つ
い
た
「
命
」
の
表
現
を
生
死
に
関
わ
る
表
現
と
見
な
し
て

用
例
数
を
比
較
す
る
と
、
『
源
氏
物
語
』
で
は
、
「
命
」
の
総
数
（
里
言
に
結
び

つ
く
例
以
外
を
含
む
総
数
、
以
下
同
じ
）
の
二
一
四
例
の
う
ち
二
四
例
（
一

九
・
三
％
）
、
『
平
家
物
語
』
で
は
「
命
」
の
総
数
の
一
四
五
例
の
う
ち
七
八
例

（
五
二
・
七
％
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
『
今
昔
物
語
集
』
で
は
総
数
四
六
二
例
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滅
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四

の
う
ち
三
五
三
例
（
七
六
・
四
％
）
と
な
り
、
「
命
」

を
用
い
た
表
現
が
生
死
表
現
に
用
い
ら
れ
る
用
例
の

大
半
を
占
め
て
い
る
事
が
判
る
。
他
の
説
話
で
は

『
三
宝
絵
』
の
「
命
」
の
総
数
七
二
例
の
う
ち
四
〇

例
（
五
五
・
六
％
）
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
総
数
四

六
例
の
う
ち
二
五
例
（
五
四
・
三
％
）
な
ど
『
平
家

物
語
』
な
ど
と
近
い
値
で
あ
る
の
に
比
べ
る
と
、

『
今
昔
物
語
集
』
の
用
例
は
特
に
そ
の
比
率
の
高
さ

が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
る
分
布
の
偏
り
と
い
う
面
か

ら
考
え
て
み
よ
う
。
「
命
」
に
結
び
つ
く
表
現
の
う

ち
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
作
品
に
見
ら
れ
る
も
の
と

し
て
は
、
「
命
あ
り
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
生
存
し
て

い
る
こ
と
を
表
す
基
本
的
な
表
現
と
い
え
そ
う
で
あ

る
。
和
文
で
は
「
壷
く
」
「
延
ぶ
」
「
絶
ゆ
」
が
用
い

ら
れ
、
「
命
」
に
よ
る
生
死
表
現
と
な
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
今
昔
物
語
集
』
の

上
位
五
語
「
命
終
ル
」
「
命
ヲ
存
ス
」
「
命
ヲ
生
ク
」

「
命
ヲ
助
ク
」
「
命
ヲ
失
フ
」
や
、
さ
ら
に
「
命
ヲ
亡

ス
」
「
命
ヲ
持
ツ
」
な
ど
は
、
平
安
時
代
の
和
文
系



統
の
作
晶
に
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
も
、
特
に

使
用
率
が
高
い
「
命
終
ル
」
「
命
ヲ
存
ス
」
な
ど
の
表
現
が
『
今
昔
物
語
集
』

に
お
け
る
分
布
の
特
徴
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

　
こ
の
う
ち
、
「
命
終
ル
」
に
つ
い
て
は
、
夙
に
小
久
保
崇
明
氏
に
論
が
あ
り
、

仏
教
語
の
「
命
終
」
の
訓
読
表
現
と
し
て
今
昔
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
表
一
に
拠
れ
ば
、
説
話
集
の
中
で
も
『
三
宝
絵
』
『
宇
治
拾

遺
物
語
』
『
沙
石
集
』
『
発
心
集
』
な
ど
の
仏
教
説
話
集
に
用
例
が
見
ら
れ
る
が
、

『
十
訓
抄
』
の
よ
う
な
世
俗
説
話
集
に
は
例
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
一

　
「
命
生
く
」
に
っ
い
て
は
上
野
辰
義
氏
の
論
が
あ
る
。
氏
に
よ
れ
ば
上
代
・

中
古
で
は
『
万
葉
集
』
を
は
じ
め
『
源
氏
物
語
』
『
古
今
和
歌
集
』
『
平
中
物

語
』
『
林
葉
和
歌
集
』
『
資
賢
集
』
な
ど
の
和
歌
の
中
に
「
命
生
く
」
は
見
ら
れ

る
が
、
「
命
を
生
く
」
は
今
昔
以
前
の
作
品
で
は
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
方
、
意
味
の
面
か
ら
は
「
を
」
は
そ
の
主
語
の
強
調
と
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、

格
助
詞
性
と
と
も
に
間
投
助
詞
性
も
認
め
ら
れ
、
そ
の
性
格
は
と
ら
え
に
く
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

と
す
る
。
「
命
を
生
く
」
の
よ
う
な
表
現
に
つ
い
て
は
、
桜
井
光
昭
氏
に
も
論

が
あ
り
、
「
再
帰
動
詞
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
が
、
上
野
氏
は
む
し
ろ
、

松
下
大
三
郎
の
述
べ
た
「
自
然
的
他
動
」
「
結
果
的
他
動
」
と
し
て
と
ら
え
る

べ
き
で
あ
り
、
「
他
者
の
助
け
」
「
意
志
」
「
希
望
」
「
命
令
」
な
ど
の
文
脈
で
用

い
、
「
自
身
で
命
を
生
か
す
・
救
う
・
助
け
る
」
な
ど
の
他
動
詞
的
な
意
味
に

傾
き
、
結
果
と
し
て
「
生
く
」
の
強
調
的
な
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
今
昔
物
語
集
の
生
存
表
現

述
べ
ら
れ
た
。
上
野
氏
の
所
論
は
概
ね
首
肯
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
上
代
か
ら

和
歌
に
用
い
ら
れ
て
「
命
生
く
」
が
あ
り
、
「
命
ヲ
生
ク
」
は
こ
れ
に
引
き
続

い
て
出
現
し
て
く
る
と
す
る
と
、
和
歌
と
説
話
で
は
文
体
の
位
相
が
異
な
る
た

め
、
両
者
の
位
相
に
共
通
す
る
接
点
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
稿
者
は
後
述
の

よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
仏
教
語
「
活
命
」
か
ら
発
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
方
で
は

歌
語
化
し
て
上
代
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
、
一
方
で
仏
典
の
翻
訳
に
よ
っ
て
中
世

の
説
話
類
に
用
い
ら
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
命
ヲ
生
ク
」
の
他
に
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
全
巻
に
偏
り
な
く

見
ら
れ
る
表
現
と
し
て
、
「
命
ヲ
存
ス
」
（
五
六
例
う
ち
題
目
の
例
一
一
例
、
説

話
本
文
の
例
四
五
例
）
を
指
摘
で
き
る
。
「
命
ヲ
生
ク
」
が
他
の
説
話
集
で
も

広
く
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
「
命
ヲ
存
ス
」
は
他
の
説
話
作
晶
で
は
全
く
用

例
が
見
出
せ
ず
、
『
平
家
物
語
』
に
一
例
あ
る
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、

ほ
ぼ
『
今
昔
物
語
集
』
に
独
自
の
表
現
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
表
二
に
は
、

「
命
ヲ
生
ク
」
「
命
ヲ
存
ス
」
「
命
終
ル
」
「
命
ヲ
失
フ
」
の
分
布
を
示
し
て
お
い

た
が
、
「
命
ヲ
生
ク
」
も
全
巻
に
広
く
分
布
し
て
い
る
も
の
の
、
用
例
数
で
は

む
し
ろ
「
命
ヲ
存
ス
」
の
方
が
主
用
法
的
な
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
次
に
「
命
ヲ
存
ス
」
を
中
心
に
し
て
、
類
義
語
の
「
命
ヲ
生
ク
」
と

の
関
連
を
考
え
な
が
ら
、
そ
の
表
現
の
性
格
や
翻
訳
の
実
態
に
つ
い
て
考
察
し

て
み
た
い
。

五
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３

計
合

二
、
漢
文
に
お
け
る

「
命
」
に
結
び
つ
く
表
現

　
次
に
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
出
典
の
漢
文
な
ど
か
ら
、
「
命
ヲ
存
ス
」
「
命
ヲ

生
ク
」
な
ど
の
生
死
表
現
に
関
連
す
る
表
現
を
探
っ
て
み
た
い
。

　
ま
ず
、
「
存
命
」
は
『
日
本
霊
異
記
』
（
四
例
）
『
法
華
験
記
』
（
一
例
）
『
拾

遺
往
生
伝
』
（
二
例
）
『
注
好
選
』
（
二
例
）
な
ど
霊
験
記
や
往
生
伝
の
文
献
に

　
　
　
　
　
　
¢

広
く
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
法
華
験
記
』
に
「
存
身
命
」
（
二
例
）
「
身
命
存
」

（
一
例
）
が
あ
り
、
往
生
伝
の
類
で
は
『
拾
遺
往
生
伝
』
に
「
存
身
命
」
（
一

例
）
が
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
「
命
」
と
「
存
」
の
結
び
つ
い
た
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

例
は
、
中
国
の
漢
籍
や
仏
典
類
に
は
用
例
が
容
易
に
見
出
せ
な
い
。
『
日
本
霊

異
記
』
『
法
華
験
記
』
な
ど
に
影
響
を
与
え
た
中
国
の
『
金
剛
般
若
経
集
験
記
』

『
法
華
経
集
験
記
』
『
冥
報
記
』
な
ど
の
霊
験
記
の
文
章
で
は
、
「
存
命
」
は
一

例
も
見
出
せ
ず
、
「
命
終
」
（
法
華
経
集
験
記
・
金
剛
般
若
経
集
験
記
）
「
相
命

（
命
を
た
す
く
）
」
（
法
華
経
集
験
記
）
「
命
蓋
（
命
つ
く
）
」
（
金
剛
般
若
経
集
験

記
）
「
捨
命
（
命
を
捨
っ
）
」
（
金
剛
般
若
経
集
験
記
）
な
ど
が
見
ら
れ
た
。
本

邦
の
漢
文
に
類
義
表
現
を
求
め
る
と
、
『
日
本
書
紀
』
に
「
存
活
」
二
例
「
存

身
命
」
一
例
、
『
続
日
本
紀
』
に
「
存
活
」
二
例
「
存
生
」
二
例
、
『
本
朝
文

粋
』
で
は
、
「
存
命
」
　
一
例
「
存
活
」
　
一
例
な
ど
が
見
ら
れ
た
が
「
存
命
」
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
。
記
録
類
で
も
、
『
貞
信
公
記
』
『
九
暦
』
『
御
堂
関
白
記
』

『
後
二
条
師
通
記
』
『
殿
暦
』
に
例
が
な
い
が
、
『
小
右
記
』
に
六
例
、
『
中
右

記
』
に
一
例
が
見
ら
れ
、
『
平
安
遺
文
』
に
十
五
例
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、

次
の
よ
う
に
神
仏
の
加
護
に
よ
っ
て
生
き
長
ら
え
る
意
味
の
例
が
見
ら
れ
る
。



　
　
大
菩
薩
御
加
護
、
希
有
存
命
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
平
安
遺
文
』
承
安
二
年
十
二
月
三
十
日
）

　
　
運
命
有
恐
、
有
仏
神
助
存
命
也
　
　
（
『
中
右
記
』
寛
治
五
年
四
月
八
日
）

仮
名
交
じ
り
文
で
は
、
『
平
家
物
語
』
で
、
「
甲
斐
な
き
命
を
ば
存
す
」
と
い
う

例
が
一
例
見
ら
れ
た
が
、
「
存
す
」
の
例
は
こ
れ
の
み
で
あ
り
、
『
今
昔
物
語

集
』
と
同
じ
く
、
「
存
す
」
は
生
存
の
意
味
に
関
し
て
の
み
用
い
て
い
る
。
『
平

家
物
語
』
で
は
同
時
に
「
存
命
」
が
二
例
見
ら
れ
、
漢
語
「
存
命
」
と
の
関
連

を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
か
ら
、
広
く
仏
教
関
係
の
文
献
に
見
ら
れ
る

「
命
終
ル
」
に
比
べ
て
、
「
命
ヲ
存
ス
」
は
、
仏
教
漢
文
の
中
で
も
本
邦
の
霊
験

記
・
往
生
伝
な
ど
の
文
体
に
用
い
ら
れ
や
す
く
、
記
録
類
で
用
い
る
場
合
、
神

仏
の
加
護
に
よ
る
例
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
こ
で
、
「
命
ヲ
存
ス
」
の
意
味
を
見
る
と
、
「
命
あ
り
」
が
単
に
生
存
し
て

い
る
意
味
を
表
す
の
に
対
し
て
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
「
命
ヲ
存
ス
」
は
、
神

仏
の
力
な
ど
に
よ
っ
て
、
か
ろ
う
じ
て
生
き
長
ら
え
て
い
る
と
い
う
意
味
を
表

し
て
い
る
。

　
¢
其
ノ
晴
明
ヲ
呼
テ
、
太
山
府
君
ノ
祭
ト
云
フ
事
ヲ
令
テ
、
此
ノ
病
ヲ
助
テ

　
　
命
ヲ
存
ム
ト
為
ル
ニ
晴
明
云
ク
　
　
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
・
二
四
）

　
　
實
二
此
レ
、
龍
ハ
僧
ノ
徳
二
依
テ
命
ヲ
存
シ
、
僧
ハ
龍
ノ
カ
ニ
依
テ
山
二

　
　
返
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
・
十
一
）

こ
れ
に
対
し
て
、
「
命
ヲ
生
ク
」
は
、
困
難
を
の
り
こ
え
て
「
生
き
長
ら
え
る
」

　
　
　
　
今
昔
物
語
集
の
生
存
表
現

と
い
う
意
味
で
用
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
盗
人
二
仰
テ
云
ク
「
汝
ハ
、
其
ノ
童
ヲ
質
二
取
タ
ル
ハ
、
我
ガ
命
ヲ
生
カ

　
　
ム
ト
思
フ
故
カ
、
亦
、
只
童
ヲ
殺
サ
ム
ト
思
フ
カ
、
燵
二
其
ノ
思
フ
ラ
ム

　
　
所
ヲ
申
セ
、
彼
奴
」
ト
　
　
　
　
　
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
五
・
十
一
）

『
今
昔
物
語
集
』
で
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
「
命
を
生

く
」
を
「
命
ヲ
存
ス
」
と
す
る
例
が
あ
る
一
方
で
、
逆
に
『
法
華
験
記
』
の

「
存
命
」
を
「
命
ヲ
生
ク
」
に
翻
案
し
た
例
も
あ
る
。

　
＠
然
レ
バ
橡
不
思
係
ヌ
命
ヲ
生
タ
ル
事
ヲ
喜
テ
人
ノ
家
二
立
入
テ
暫
ク
周
防

　
　
ノ
國
府
二
有
ケ
リ
。
此
レ
偏
二
観
音
ノ
助
ケ
也
ト
知
ヌ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
六
・
二
五
）

　
　
大
隅
撤
慮
外
得
存
命
。
即
是
観
音
妙
法
威
神
力
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
法
華
験
記
』
巻
下
・
一
〇
七
）

こ
の
「
命
ヲ
生
ク
」
の
例
で
は
、
出
典
の
「
命
ヲ
存
ス
」
と
同
義
的
な
表
現
と

理
解
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
が
、
『
法
華
験
記
』
の
「
存
命
」
は
こ
の
例
の

よ
う
に
観
音
の
霊
験
に
用
い
る
例
に
ほ
ぽ
限
ら
れ
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ

ろ
う
（
他
の
例
は
後
出
の
＠
ゆ
を
参
照
）
。

　
一
方
、
上
野
氏
が
述
べ
た
よ
う
に
「
命
ヲ
生
ク
」
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
以

降
の
作
晶
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
用
法
は
、
一
般
に
神
仏
の
霊
験
に
関
わ
ら
な

い
。
こ
の
よ
う
な
用
法
の
語
に
っ
い
て
、
今
昔
以
前
の
作
品
か
ら
そ
の
源
と
な

っ
た
表
現
を
求
め
る
な
ら
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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＠
年
七
十
八
。
而
元
子
息
。
活
命
元
便
　
　
（
『
日
本
霊
異
記
』
巻
中
・
八
）

　
　
唯
諦
持
般
若
陀
羅
尼
。
乞
食
活
命
　
　
（
『
日
本
霊
異
記
』
巻
中
・
十
五
）

　
　
曾
元
子
息
極
窮
裸
衣
。
不
能
活
命
　
　
（
『
日
本
霊
異
記
』
巻
中
・
十
六
）

　
　
凡
愚
佛
法
。
修
行
大
意
。
救
他
活
命
　
（
『
日
本
霊
異
記
』
巻
下
・
三
六
）

　
＠
以
手
探
究
柔
岬
木
葉
、
以
為
活
命
　
　
　
（
『
法
華
験
記
』
巻
下
・
九
一
）

　
¢
又
仮
以
飲
食
、
以
活
其
命
、
若
何
充
其
口
腹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敦
僅
変
文
集
・
唯
摩
詰
経
講
経
文
）

な
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
仏
教
語
「
活
命
」
の
翻
訳
に
よ
っ
て
生
じ
た
語
法
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
＠
の
『
日
本
霊
異
記
』
巻
中
の
三
例
に
つ
い
て
日
本
古
典

文
学
大
系
は
、
『
三
宝
絵
詞
』
の
類
話
に
「
命
ヲ
ヤ
シ
ナ
フ
」
と
あ
る
の
を
採

用
し
「
い
の
ち
を
や
し
な
ふ
」
の
訓
み
を
あ
て
る
が
、
日
本
古
典
文
学
全
集
・

日
本
古
典
集
成
の
「
命
を
生
く
」
の
訓
み
が
適
合
し
、
飢
餓
な
ど
の
困
難
を
排

し
て
生
き
長
ら
え
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
仏
教
語
と
し
て

の
「
活
命
」
の
例
は
、
た
と
え
ば
『
大
智
度
論
』
に
十
例
見
ら
れ
、
「
如
是
、

清
浄
乞
食
活
命
、
故
名
乞
士
」
の
よ
う
に
用
い
、
乞
食
に
よ
っ
て
生
活
の
糧
を

得
て
生
き
長
ら
え
る
こ
と
を
表
し
て
お
り
、
『
日
本
霊
異
記
』
『
法
華
験
記
』
な

ど
の
例
で
も
食
物
に
関
連
し
て
用
い
て
い
る
の
に
通
じ
る
（
『
大
智
度
論
』
で

は
、
乞
食
に
よ
ら
ず
呪
術
に
よ
っ
て
吉
凶
禍
福
を
占
い
生
活
す
る
も
の
を
「
不

浄
活
命
者
」
と
言
い
、
「
四
不
浄
食
」
の
一
つ
に
当
た
る
と
い
う
〈
中
村
元

『
仏
教
語
大
辞
典
』
〉
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

　
こ
の
よ
う
な
仏
教
語
に
見
ら
れ
る
「
活
命
」
が
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、

『
今
昔
物
語
集
』
以
降
の
説
話
集
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

一
方
、
上
野
氏
が
あ
げ
て
お
ら
れ
る
『
万
葉
集
』
な
ど
の
和
歌
に
用
い
ら
れ
た

「
命
生
く
」
の
例
に
お
い
て
も
、
「
活
命
」
を
源
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
で

あ
ろ
う
か
。
最
も
旧
い
『
万
葉
集
』
の
例
は
、
次
の
ご
と
く
「
人
麻
呂
歌
集
」

に
集
中
す
る
。

　
＠
恋
ひ
死
な
む
後
は
何
せ
む
吾
が
命
生
け
る
日
に
こ
そ
見
ま
く
ほ
り
す
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
万
葉
集
』
巻
一
一
・
二
五
九
二
）

　
　
い
く
ば
く
も
生
け
ら
じ
命
を
恋
ひ
っ
っ
そ
我
は
息
づ
く
人
に
知
ら
え
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
万
葉
集
』
巻
二
一
・
二
九
〇
五
）

　
　
何
時
ま
で
に
生
か
む
命
そ
お
ほ
か
た
は
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
死
ぬ
る
ま
さ

　
　
れ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
万
葉
集
』
巻
十
二
・
二
九
二
二
）

　
　
後
っ
ひ
に
妹
は
逢
は
む
と
朝
露
の
命
は
生
け
る
恋
は
繁
け
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
万
葉
集
』
巻
十
二
・
三
〇
四
〇
）

　
　
末
っ
ひ
に
君
に
逢
は
ず
は
吾
が
命
の
生
け
ら
む
極
み
恋
ひ
っ
っ
も
我
は
渡

　
　
ら
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
万
葉
集
』
巻
十
三
・
三
二
五
〇
）

い
ず
れ
も
、
は
か
な
い
命
の
炎
を
燃
や
し
な
が
ら
恋
に
身
を
焦
が
す
心
情
を
歌

っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
用
い
方
は
類
型
的
で
あ
る
。
右
の
第
四
例
の
「
人
麻

呂
歌
集
」
の
歌
に
お
け
る
「
露
の
命
」
な
ど
は
、
仏
教
語
の
影
響
で
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
っ
い
て
は
、
す
で
に
寺
川
真
知
夫
氏
に
所
論
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
続
く
「
命



を
生
く
Ｌ
の
部
分
も
含
め
て
人
麻
呂
が
仏
典
の
表
現
を
取
り
入
れ
た
表
現
の
一

つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
上
野
氏
の
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
命

生
く
」
の
例
が
い
ず
れ
も
歌
の
用
例
で
あ
る
の
は
、
漢
語
に
よ
る
歌
語
と
し
て

用
い
ら
れ
た
特
殊
な
位
相
の
用
語
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
お
そ
ら
く
は
『
今
昔

物
語
集
』
の
「
命
を
生
く
」
に
直
接
的
に
連
続
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る

が
、
今
後
の
更
な
る
検
討
を
待
ち
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
結
論
は
留
保
し
た
い
。

　
以
上
、
「
命
ヲ
存
ス
」
「
命
ヲ
生
ク
」
の
両
語
は
、
本
邦
の
霊
験
記
な
ど
に
お

い
て
多
く
の
用
例
が
見
ら
れ
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
作
者
の
使
用
語
彙
と
し
て

受
け
継
が
れ
用
い
ら
れ
る
に
到
っ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
述
べ
た

が
、
次
に
、
具
体
的
に
出
典
の
翻
案
状
況
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
点
を

確
認
し
た
い
。三

、
『
今
昔
物
語
集
』

の
表
現
の
出
典
と
の
対
比

　
以
上
を
ふ
ま
え
て
、
以
下
、
巻
の
順
に
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
「
命
ヲ
存
ス
」

に
つ
い
て
、
出
典
・
類
話
と
の
対
応
箇
所
を
見
て
い
く
。
な
お
、
『
宇
治
拾
遺

物
語
』
は
、
出
典
で
は
な
く
後
代
の
作
品
で
あ
る
が
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
出

典
と
な
っ
た
『
宇
治
大
麹
言
物
語
』
の
様
相
を
色
濃
く
伝
え
て
い
る
も
の
と
見

な
し
て
、
出
典
に
準
じ
る
作
品
と
し
て
比
較
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
天
竺
・
震
旦
部
で
は
、
巻
二
の
第
四
話
や
巻
四
の
第
二
十
二
話
に
、

『
経
律
異
相
』
を
出
典
と
し
た
か
と
さ
れ
る
説
話
が
あ
る
が
、
「
命
ヲ
存
ス
」
に

　
　
　
　
　
今
昔
物
語
集
の
生
存
表
現

対
応
す
る
表
現
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
巻
四
の
第
六
話
は
古
典

大
系
本
で
『
阿
育
王
経
』
に
よ
る
か
と
し
て
い
る
が
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と

同
源
の
説
話
で
あ
り
、
次
の
よ
う
に
増
補
部
分
に
「
命
ヲ
存
ス
」
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。

＠
既
二
可
死
カ
リ
ツ
ル
身
ヲ
御
シ
會
ヒ
テ
助
ケ
給
ヒ
ツ
。
命
ヲ
存
ス
ル
事
偏

　
　
二
君
ノ
徳
也
。
争
デ
カ
宣
ハ
ム
事
ヲ
辞
申
サ
ム
ヤ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
四
・
六
）

　
　
只
今
死
ぬ
べ
か
り
つ
る
命
を
助
け
給
ひ
た
れ
ば
、
い
か
な
る
事
な
り
と
も
、

　
　
何
し
に
か
は
辞
み
申
さ
ん
と
い
ひ
け
れ
ば
（
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
一
七
四
）

ま
た
、
次
の
巻
五
の
第
十
八
話
も
『
法
苑
珠
林
』
が
出
典
か
と
さ
れ
る
が
、

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
類
話
が
あ
り
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
「
命
を
生
く
」
を

「
命
ヲ
存
ス
」
と
し
、
そ
の
あ
と
に
、
「
命
（
を
）
生
く
」
を
避
板
法
に
用
い
た

例
が
見
ら
れ
る
。

＠
我
レ
汝
ヲ
負
テ
陸
二
付
ム
ト
テ
水
ヲ
遊
テ
此
ノ
男
ヲ
助
ケ
テ
岸
二
上
ツ
。

　
　
男
命
ノ
存
シ
ヌ
ル
事
ヲ
喜
テ
鹿
二
向
テ
手
摺
テ
泣
々
ク
云
ク
、
今
日
我
ガ

　
　
命
ノ
生
ヌ
ル
事
ハ
鹿
ノ
御
徳
也
。
何
事
ヲ
以
テ
カ
此
ノ
恩
ヲ
可
報
申
キ
ヤ

　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
五
・
一
八
）

　
　
川
を
お
よ
ぎ
よ
り
て
、
こ
の
男
を
た
す
け
て
け
り
。
男
命
の
生
き
ぬ
る
こ

　
　
と
を
よ
ろ
こ
び
て
、
手
を
す
り
て
鹿
に
向
ひ
て
い
は
く
、
何
事
を
も
ち
て

　
　
か
、
こ
の
恩
を
報
い
奉
る
べ
き
と
い
ふ
。
　
（
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
九
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



　
　
　
　
　
今
昔
物
語
集
の
生
存
表
現

同
じ
巻
五
の
第
十
八
話
に
は
、
次
の
よ
う
に
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
対
応
個

所
が
な
い
部
分
に
用
い
た
例
も
あ
る
。

　
＠
今
ハ
逃
ゲ
給
フ
ト
云
フ
ト
モ
命
ヲ
存
シ
可
給
キ
ニ
非
ズ
ト
告
テ
鳴
テ
飛
ビ

去
ヌ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
五
・
一
八
）

　
＠
今
は
逃
ぐ
べ
き
方
な
し
。
い
か
が
す
べ
き
と
い
ひ
て
、
な
く
な
く
去
り
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
九
二
）

ま
た
、
巻
九
の
第
八
話
の
例
は
、
『
孝
子
伝
』
に
増
補
を
加
え
た
部
分
に
用
い

ら
れ
て
い
る
。

　
＠
虎
被
責
レ
テ
可
遁
キ
方
元
キ
ニ
依
テ
、
命
ヲ
存
セ
ム
ガ
為
二
、
欧
尚
ガ
盧

　
　
二
走
テ
追
テ
、
虎
ヲ
害
セ
ム
ト
為
ル
時
二
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
九
・
八
）

　
　
虎
迫
走
入
尚
盧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
孝
子
伝
』
上
・
一
九
）

以
上
の
よ
う
に
、
出
典
の
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
対
し
て
、
増
補
し
た
り
、

「
命
を
生
く
」
を
改
変
し
た
り
す
る
個
所
に
お
い
て
、
「
命
ヲ
存
ス
」
が
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
経
律
異
相
』
や
『
法
苑
珠
林
』
『
史
記
』
（
巻
十

の
第
三
話
）
を
出
典
と
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
説
話
も
、
あ
る
い
は
『
宇
治
拾

遺
物
語
』
（
そ
の
背
景
に
存
し
た
と
思
わ
れ
る
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
）
な
ど
の

よ
う
な
和
文
説
話
が
背
景
に
あ
り
、
そ
の
翻
案
の
た
め
に
「
命
ヲ
存
ス
」
が
用

い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
て
く
る
。
な
お
、
巻
六
の
第
十
四

話
で
は
、
「
震
旦
幽
州
都
督
張
亮
値
雷
依
仏
助
存
命
語
」
、
巻
七
の
第
十
五
話
で

は
「
僧
為
羅
刹
女
被
紺
乱
依
法
花
力
存
命
語
」
と
い
う
、
題
目
に
用
い
た
例
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
仏
や
法
華
経
の
助
け
に
よ
っ
て
生
き
な
が
ら
え
た
と

い
う
文
脈
で
用
い
て
い
る
。
霊
験
記
に
見
た
用
法
に
通
じ
る
も
の
で
、
こ
の
よ

う
な
文
脈
に
お
い
て
典
型
的
に
用
い
る
語
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示

す
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
本
朝
世
俗
部
の
全
二
八
例
の
用
例
を
見
る
と
、
出
典
と
し
て
は
『
日

本
霊
異
記
』
『
法
華
験
記
』
に
よ
る
も
の
が
十
六
例
を
占
め
る
。
そ
の
中
で
、

巻
十
二
の
第
十
五
話
の
『
日
本
霊
異
記
』
を
出
典
と
す
る
例
や
、
巻
十
三
の
第

四
話
・
第
十
九
話
の
『
法
華
験
記
』
を
出
典
と
す
る
例
に
、
直
訳
し
た
形
で
例

が
見
出
さ
れ
る
。

　
＠
但
シ
貧
シ
キ
身
ト
有
ル
ニ
依
テ
命
ヲ
存
セ
ム
ニ
便
元
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
二
・
十
五
）

　
　
唯
依
貧
窮
存
命
無
便
（
『
日
本
霊
異
記
』
中
・
二
八
）

　
＠
身
損
ジ
心
迷
テ
僅
二
命
ヲ
存
セ
ル
詐
也
ト
云
ヘ
ド
モ
遂
二
奮
里
二
返
テ
此

　
　
ノ
事
ヲ
人
二
語
リ
俸
ヘ
テ
　
　
　
　
　
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
三
・
四
）

　
　
良
賢
心
神
不
例
、
僅
得
存
身
命
　
　
　
　
（
『
法
華
験
記
』
中
・
五
十
九
）

　
ゆ
汝
ヂ
宿
世
ノ
報
二
依
テ
如
此
ク
被
打
慶
タ
リ
ト
云
ヘ
ド
モ
法
花
ノ
カ
ニ
依

　
　
テ
命
ヲ
存
ス
ル
事
ヲ
得
タ
リ
　
　
　
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
三
・
十
九
）

　
　
沙
門
被
打
損
。
殆
可
及
命
終
。
一
心
諦
法
華
。
思
念
存
身
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
法
華
験
記
』
上
・
四
十
）

　
一
方
、
増
補
・
改
変
部
分
に
用
い
ら
れ
た
例
は
題
目
に
多
く
、
改
変
で
は



『
日
本
霊
異
記
』
の
下
・
二
十
五
の
題
目
「
漂
流
大
海
敬
構
尺
迦
佛
名
得
全
命

縁
」
が
、
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
二
の
第
十
四
話
の
題
目
「
紀
伊
國
人
、
漂
海

依
佛
助
存
命
語
」
の
よ
う
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。
題
目
で
増
補
し
て
用
い
る
例

は
『
法
華
験
記
』
を
出
典
と
す
る
巻
十
六
・
十
七
や
巻
十
九
な
ど
に
多
く
見
ら

れ
る
（
巻
十
六
１
１
３
・
６
・
２
４
・
２
５
・
２
６
、
巻
十
七
１
１
１
３
・
４
０
、
巻
十
九
１
－

３
６
・
３
９
・
４
０
）
が
、
巻
十
六
・
十
七
の
例
は
す
べ
て
観
音
・
佛
・
普
賢
な
ど
の

助
け
に
よ
っ
て
生
き
長
ら
え
る
事
を
示
す
例
で
あ
る
。

『
法
華
験
記
』
と
の
関
連
は
、
こ
の
よ
う
な
題
目
の
場
合
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

た
と
え
ば
、
巻
十
四
の
第
九
話
は
、
出
典
と
し
て
は
、
『
三
宝
絵
詞
』
の
他
に
、

右
に
掲
げ
た
『
日
本
霊
異
記
』
が
あ
り
、
さ
ら
に
『
法
華
験
記
』
に
も
類
話
が

あ
る
が
、
ゆ
に
見
る
よ
う
に
『
今
昔
物
語
集
』
は
直
接
的
に
は
『
法
華
験
記
』

の
表
現
か
ら
影
響
を
受
け
て
字
順
も
一
致
し
て
お
り
、
ゆ
の
場
合
か
ら
は
、
そ

の
表
現
を
他
の
個
所
の
増
補
・
翻
案
に
も
用
い
て
い
る
事
が
窺
え
る
。

＠
彼
ノ
穴
ノ
中
二
籠
ヌ
ル
者
ハ
穴
ノ
ロ
ハ
塞
ル
ト
云
ヘ
ド
モ
、
穴
ノ
内
空
ニ

　
　
シ
テ
命
ハ
存
シ
キ

　
　
　
　
　
　
　
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
四
・
九
こ
こ
は
今
昔
の
独
自
本
文
）

ゆ
速
二
法
花
経
我
レ
ヲ
助
ケ
給
へ
若
シ
我
レ
ヲ
助
テ
命
ヲ
存
シ
タ
ラ
バ
必
ズ

　
　
佛
嘉
シ
経
ヲ
書
カ
ム
ト
　
　
　
　
　
　
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
四
・
九
）

　
　
而
未
禽
断
。
我
命
全
給
我
必
奉
果
　
　
（
『
日
本
霊
異
記
』
巻
下
・
十
三
）

　
　
イ
マ
ダ
ウ
ツ
シ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ズ
。
我
命
ヲ
タ
ス
ケ
給
ハ
バ
、
カ
ナ
ラ
ズ
ト

　
　
　
　
　
今
昔
物
語
集
の
生
存
表
現

　
　
ク
カ
キ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ム
ト
念
ズ
　
　
　
　
（
『
三
宝
絵
詞
』
巻
中
・
十
七
）

　
　
而
未
果
之
際
遭
此
難
、
若
免
此
難
。
身
命
存
者
、
必
當
書
篤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
法
華
験
記
』
巻
下
・
一
〇
八
）

　
ゆ
必
ズ
可
死
キ
難
二
値
フ
ト
云
ヘ
ド
モ
願
ノ
カ
ニ
依
テ
命
ヲ
存
ス
ル
事
ハ
偏

　
　
二
此
レ
法
花
経
ノ
霊
験
ノ
至
ス
所
也
　
　
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
四
・
九
）

　
　
相
助
造
法
花
経
、
供
養
已
畢
。
是
乃
法
花
経
神
力
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
日
本
霊
異
記
』
巻
下
・
十
三
）

　
　
其
法
花
経
ヲ
書
キ
タ
テ
マ
ツ
リ
テ
、
オ
ホ
キ
ニ
供
養
ス
。
イ
キ
ガ
タ
ク
シ

　
　
テ
イ
キ
タ
ル
事
、
是
法
花
経
ノ
願
力
也
　
（
『
三
宝
絵
詞
』
巻
中
・
十
七
）

　
　
決
定
當
死
人
。
希
有
出
不
死
事
。
是
法
華
経
大
願
威
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
法
華
験
記
』
巻
下
・
一
〇
八
）

　
こ
の
よ
う
な
影
響
は
、
単
独
の
「
存
ス
」
の
用
法
に
も
現
れ
て
い
る
。
「
存

ス
」
単
独
の
形
で
は
、
巻
四
（
一
例
）
巻
七
（
二
例
）
巻
九
（
四
例
）
な
ど
に

見
ら
れ
、
「
其
ノ
父
亡
ジ
テ
母
存
セ
リ
」
（
巻
九
の
一
）
の
よ
う
に
概
ね
生
存
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

て
い
る
と
い
う
意
味
で
用
い
て
い
る
。
巻
十
以
降
で
は
、
単
独
用
法
は
巻
二
十

九
に
一
例
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、
ほ
ぼ
「
命
ヲ
存
ス
」
の
形
を
と
る
用
法

に
限
ら
れ
、
神
仏
の
霊
験
と
関
わ
る
意
味
に
な
っ
て
く
る
。

　
本
朝
世
俗
部
の
用
例
は
、
ほ
と
ん
ど
が
出
典
未
詳
話
に
お
け
る
用
例
で
あ
る

が
、
巻
二
十
六
の
第
四
話
で
は
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
「
命
を
生
く
」
の
対

応
箇
所
に
「
命
ヲ
存
ス
」
を
用
い
た
例
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一



　
　
　
　
　
今
昔
物
語
集
の
生
存
表
現

　
＠
実
に
不
思
懸
ズ
指
貫
ノ
扶
ノ
徳
二
希
有
ノ
命
ヲ
コ
ソ
存
シ
タ
リ
ケ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
六
・
四
）

　
　
思
ひ
が
け
ぬ
指
貫
の
く
く
り
の
徳
に
、
希
有
の
命
を
こ
そ
生
き
た
り
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
二
九
）

　
右
の
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
例
は
、
自
動
詞
「
生
く
」
に
対
し
て
「
命
」
が

ヲ
格
に
立
つ
例
で
、
「
を
」
は
問
投
助
詞
的
な
用
法
と
見
な
せ
よ
う
。
『
今
昔
物

語
集
』
の
例
は
、
ヲ
格
が
は
っ
き
り
目
的
語
と
見
な
せ
る
の
で
「
存
ス
」
は
他

動
詞
と
し
て
用
い
て
い
る
。
前
節
の
＠
で
は
、
こ
れ
と
は
逆
に
出
典
の
「
存

命
」
を
『
今
昔
物
語
集
』
が
「
命
を
生
く
」
に
改
変
し
た
例
を
示
し
た
が
、
＠

で
は
、
「
観
音
ノ
助
ケ
」
を
後
で
知
っ
た
と
い
う
文
脈
で
あ
る
の
に
対
し
、
＠

で
は
、
「
扶
ノ
徳
二
」
が
先
行
す
る
た
め
に
「
命
ヲ
存
ス
」
を
用
い
た
と
考
え

ら
れ
よ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
、
『
今
昔
物
語
集
』
で
は
両
者
は
同
義
的
な
表
現

と
し
て
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
内
容
に
よ
っ
て
、
使
い
分
け
も
見
ら
れ

る
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
『
日
本
霊
異
記
』
や
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
「
命
を
生
く
」
「
命
を
助

く
」
「
命
を
全
く
す
」
な
ど
が
「
命
ヲ
存
ス
」
と
同
義
的
な
表
現
で
あ
り
、
『
今

昔
物
語
集
』
で
は
こ
れ
ら
を
「
命
ヲ
存
ス
」
に
置
き
換
え
て
い
る
こ
と
が
窺
え

た
。
こ
の
よ
う
に
「
命
生
く
」
と
「
命
ヲ
存
ス
」
は
通
底
す
る
意
義
用
法
を
も

っ
て
い
た
ら
し
い
が
、
「
命
ヲ
存
ス
」
は
、
霊
験
記
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
法

華
経
の
威
力
を
讃
え
る
用
法
な
ど
を
承
け
継
い
で
、
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

二

　
『
今
昔
物
語
集
』
の
場
合
、
筆
者
が
旧
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
『
法
華
験
記
』

の
文
体
要
素
の
あ
る
も
の
は
、
創
作
過
程
で
作
者
の
フ
ィ
ル
タ
ー
に
影
響
し
て

お
り
、
全
巻
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
な
例
も
存
す
る
。
作
者
は
、
様
々
な
出
典
に

対
し
て
改
変
を
加
え
つ
つ
、
同
時
に
一
方
で
出
典
群
に
影
響
を
受
け
つ
つ
自
ら

の
文
章
を
模
索
し
成
長
さ
せ
て
い
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
そ

の
結
果
と
し
て
で
き
た
文
体
を
、
あ
る
類
型
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
自
体
に
無

理
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
『
今
昔
物
語
集
』
は
、
編
集
過
程
に

お
け
る
文
体
の
成
長
過
程
を
そ
の
ま
ま
見
せ
て
く
れ
る
の
で
あ
り
、
作
者
の
文

体
形
成
の
生
の
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
貴
重
な
存
在
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
本
稿
で
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
独
自
表
現
と
し
て
の
「
命
ヲ
存
ス
」
を
取

り
上
げ
、
『
今
昔
物
語
集
』
で
の
文
体
的
な
意
味
を
考
察
し
た
。
『
今
昔
物
語

集
』
で
の
特
異
な
例
数
の
多
さ
は
、
『
法
華
験
記
』
と
の
強
固
な
関
運
性
か
ら

説
明
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
頻
用
は
作
者
の
個
性
（
個
性
的
文
体
）
に
よ

っ
て
多
く
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
出

典
文
献
の
基
礎
と
な
る
文
体
の
系
統
に
つ
い
て
、
な
お
考
察
し
て
い
き
た
い
。



注
０
　
高
橋
敬
一
「
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
漢
字
の
用
法
」
一
『
福
岡
女
子
短
大
紀
要
』
第

　
十
四
合
昭
和
五
二
年
十
二
月
一
が
あ
る
が
、
筆
者
も
「
今
昔
物
語
集
の
出
典
と
用
字

　
法
　
　
『
奇
異
』
『
微
妙
』
を
め
く
っ
て
　
　
－
」
一
『
国
語
国
文
』
第
六
十
七
巻
十
号
平

　
成
八
年
十
月
一
に
お
い
て
今
昔
の
編
纂
と
の
関
連
を
考
察
し
た
。

¢
拙
稿
「
今
昔
物
語
集
の
文
体
と
法
華
験
記
　
　
『
更
二
毎
シ
』
を
め
く
っ
て
　
　
」

　
一
『
国
語
学
』
第
一
七
三
集
平
成
五
年
六
月
一
を
は
じ
め
い
く
つ
か
の
論
文
で
指
摘
し

　
た
。

　
　
本
稿
で
使
用
し
た
資
料
は
次
の
も
の
に
よ
る
一
注
で
挙
げ
た
も
の
は
除
く
一
。
『
今

　
昔
物
語
集
文
節
索
引
』
一
笠
問
書
院
ニ
ア
キ
ス
ト
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
；
改
訂

　
新
版
か
げ
ろ
ふ
日
記
総
索
引
』
一
風
問
書
房
・
昭
和
五
六
年
一
『
源
氏
物
語
語
彙
用
例

　
総
索
引
』
一
勉
誠
社
・
平
成
六
年
一
『
夜
の
寝
覚
総
索
引
』
一
明
治
書
院
・
昭
和
四
九

　
年
）
『
濱
松
中
担
言
物
語
総
索
引
』
一
武
蔵
野
書
院
・
昭
和
三
九
年
一
『
曾
我
物
語
総

　
索
引
』
一
至
文
堂
・
昭
和
五
四
年
一
『
平
家
物
語
〈
高
野
本
〉
語
彙
用
例
総
索
引
』

　
一
勉
誠
社
・
平
成
八
年
一
『
平
治
物
語
総
索
引
』
一
武
蔵
野
書
院
・
昭
和
五
四
年
一
『
保

　
元
物
語
総
索
引
』
一
武
蔵
野
書
院
・
昭
和
五
六
年
一
『
徒
然
草
総
索
引
』
一
至
文
堂
・

　
昭
和
四
二
年
一
『
三
宝
絵
詞
自
立
語
索
引
』
一
笠
間
書
院
・
昭
和
六
十
年
一
『
宇
治
拾

　
遺
物
語
総
索
引
』
一
清
文
堂
・
昭
和
五
〇
年
一
『
慶
長
十
年
古
活
字
本
沙
石
集
総
索

　
引
』
一
勉
誠
杜
・
昭
和
五
五
年
一
『
十
訓
抄
本
文
と
索
引
』
一
笠
問
書
院
・
昭
和
五
七

　
年
）
『
発
心
集
本
文
・
自
立
語
索
引
』
一
清
文
堂
・
昭
和
六
〇
年
）
『
往
生
伝
・
法
華

　
験
記
』
一
岩
波
思
想
大
系
・
昭
和
四
九
年
一
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
校
本
・
索
引
と

　
研
究
』
一
和
泉
書
院
・
平
成
八
年
一
『
黒
板
本
金
剛
般
若
経
集
験
記
』
一
古
典
保
存
会

　
複
製
本
・
昭
和
九
年
一
『
法
華
経
集
験
記
』
一
貴
重
古
典
籍
刊
行
会
・
昭
和
五
六
年
一

　
『
冥
報
記
』
一
高
山
寺
資
料
叢
書
第
十
七
冊
・
昭
和
六
三
年
一
『
日
本
書
紀
総
索
引
』

　
一
角
川
書
店
・
昭
和
四
十
年
一
『
続
日
本
紀
総
索
引
』
一
高
科
書
店
・
平
成
四
年
）
『
日

　
本
霊
異
記
』
一
日
本
古
典
文
学
大
系
本
・
昭
和
四
二
年
一
『
本
朝
文
粋
』
一
新
日
本
古

　
典
文
学
大
系
・
平
成
四
年
一
『
孝
子
伝
』
一
京
都
大
学
附
属
図
書
館
・
昭
和
三
四
年
一

　
『
注
好
選
』
一
東
京
美
術
・
昭
和
五
八
年
一
『
万
葉
集
』
一
日
本
古
典
文
学
大
系
本
・
昭

　
和
三
二
年
）
な
お
、
『
貞
信
公
記
』
『
九
暦
』
『
御
堂
関
白
記
』
『
小
右
記
』
『
中
右
記
』

　
『
後
二
条
師
通
記
』
『
殿
暦
』
（
大
日
本
古
記
録
一
お
よ
び
『
平
安
遺
文
』
の
検
索
に

　
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
。

¢
　
小
久
保
崇
明
『
大
鏡
の
語
法
』
一
明
治
書
院
昭
和
六
〇
年
一
〇
月
一
に
お
い
て
こ

　
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

¢
　
上
野
辰
義
「
『
命
生
く
』
孜
　
　
付
、
助
詞
「
を
」
の
表
現
価
値
　
　
」
一
『
一
仏
教

　
大
学
し
文
学
部
論
集
』
七
八
号
平
成
六
年
三
月
）

　
　
桜
井
光
昭
「
生
ク
の
活
用
に
つ
い
て
」
一
『
国
語
学
』
第
一
一
〇
集
昭
和
五
二
年
九

　
月
）

¢
　
『
今
昔
物
語
集
』
と
同
じ
よ
う
に
神
仏
の
力
に
よ
る
生
存
の
意
味
に
は
『
法
華
験

　
記
』
の
例
の
外
、
『
日
本
霊
異
記
』
に
「
大
富
饒
財
。
保
身
存
命
。
諒
知
。
尺
迦
丈

　
六
不
思
議
力
。
」
の
例
が
あ
る
。
な
お
、
『
法
華
百
座
聞
抄
』
に
も
「
命
ヲ
存
ス
」
の

　
例
が
一
例
見
ら
れ
る
が
、
神
仏
に
関
わ
ら
な
い
例
で
あ
る
。

＠
　
『
侃
文
韻
府
』
に
は
、
「
存
命
」
の
熟
語
を
見
出
し
に
挙
て
い
る
一
用
例
は
『
北
魏

　
書
』
を
挙
げ
る
一
が
、
漢
籍
で
は
『
史
記
索
引
』
『
文
選
索
引
』
『
白
氏
文
集
歌
詩
索

　
引
』
『
全
唐
詞
索
引
』
『
先
秦
両
漢
古
籍
逐
字
索
引
叢
刊
』
な
ど
の
索
引
類
を
見
て
も
、

　
「
存
命
」
は
見
出
せ
ず
、
ま
た
、
仏
典
類
で
は
『
法
華
経
一
字
索
引
』
『
摩
詞
止
観
一

　
字
索
引
』
『
大
智
度
論
』
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
な
ど
に
も
一
例
も
見
出
せ
な
い
。
但

　
し
、
今
昔
に
影
響
を
与
え
た
文
献
の
一
つ
『
弘
賛
法
華
伝
』
に
「
一
毛
も
損
せ
ず
。

　
…
…
身
命
猶
存
し
、
口
諦
故
の
如
し
」
（
巻
五
・
７
）
の
よ
う
な
今
昔
に
近
い
用
法

　
が
あ
り
、
ま
た
、
『
敦
娃
変
文
集
新
書
』
に
「
乞
存
草
命
」
一
伍
子
膏
変
文
）
「
縦
令

　
蓋
、
命
也
何
存
」
一
王
昭
君
変
文
一
「
兄
身
弟
命
大
何
存
」
（
捉
季
布
樽
文
一
な
ど
の

　
よ
う
な
例
が
見
え
、
口
語
的
表
現
と
し
て
位
置
づ
け
る
事
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
寺
川
真
知
夫
「
万
葉
集
の
露
　
　
人
麻
呂
の
表
現
と
そ
の
背
景
　
　
」
一
『
美
夫
君

今
昔
物
語
集
の
生
存
表
現

一
三



今
昔
物
語
集
の
生
存
表
現

一
四

　
志
』
四
六
号
平
成
五
年
三
月
）
な
お
、
「
露
の
命
」
の
例
は
、
八
代
集
で
、
『
後
撰

　
集
』
五
例
、
『
拾
遺
集
」
』
二
例
、
『
後
拾
遺
集
－
一
例
、
『
金
葉
集
』
一
例
、
『
新
古

　
今
集
』
五
例
な
ど
、
歌
語
的
な
表
現
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

＠
　
日
本
古
典
文
学
大
系
で
は
、
巻
四
の
第
四
一
話
の
「
死
タ
ル
子
ヲ
悲
ム
デ
今
二
棄

　
ザ
ル
事
、
甚
ダ
愚
也
。
不
棄
ズ
ト
云
フ
ト
モ
終
二
不
可
存
ズ
。
早
ク
可
棄
シ
」
の
例

　
を
、
「
い
つ
ま
で
も
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
」
と
い
う
意
味
に

　
解
し
て
い
る
が
、
「
生
き
返
る
は
ず
が
な
い
」
と
い
う
意
味
に
解
釈
で
き
、
例
外
は

　
巻
七
の
第
四
一
話
の
「
願
ク
ハ
、
□
各
、
心
二
可
存
シ
」
（
心
に
止
め
お
け
の
義
か
）

　
の
み
で
あ
る
。

〈
附
記
〉
　
本
稿
は
、
平
成
九
年
度
同
志
杜
大
学
国
文
学
会
研
究
発
表
会
（
平
成
九
年
六

　
　
　
月
十
五
日
）
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
内
容
に
基
づ
い
て
い
る
。
席
上
、
ご
教

　
　
　
示
し
て
い
た
だ
い
た
諸
先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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